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猪
苗
代
青
年
会
議
所
に
よ
る
イ
ベ

ン
ト「
野
菜
の
花
っ
て
ど
ん
な
花
？
」

は
７
月
20
日
、
町
内
の
夷
田
地
区
で

開
か
れ
、
町
内
の
児
童
ら
が
写
真
撮

影
な
ど
を
通
し
て
野
菜
の
花
に
つ
い

て
学
び
ま
し
た
。

　

児
童
た
ち
は
、
同
地
区
で
農
業
を

営
む
深
谷
知
広
さ
ん
の
畑
で
ジ
ャ
ガ

イ
モ
、
カ
ボ
チ
ャ
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

な
ど
の
花
の
写
真
を
撮
影
。
写
真
家

の
野
口
勝
宏
さ
ん（
東
南
真
行
出
身
）

に
撮
影
の
コ
ツ
を
教
わ
り
な
が
ら
、

夢
中
に
な
っ
て
カ
メ
ラ
の
シ
ャ
ッ

タ
ー
を
切
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
児
童
は
夷
田
地
区
の
集

会
所
へ
と
移
動
し
、「
野
菜
の
花
ブ
ッ

ク
」
を
作
成
。
自
分
で
撮
っ
た
写
真

や
野
口
さ
ん
が
撮
っ
た
花
の
写
真
の

シ
ー
ル
を
紙
に
貼
り
、
深
谷
さ
ん
に

野
菜
の
こ
と
を
た
ず
ね
な
が
ら
、
世

界
に
一
つ
し
か
な
い
、
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
図
鑑
を
作
り
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
自
分
の
撮
っ
た

写
真
を
「
う
ま
く
撮
れ
た
ね
」「
い

い
写
真
だ
ね
」
と
野
口
さ
ん
に
ほ
め

ら
れ
る
と
、
う
れ
し
そ
う
に
笑
顔
を

浮
か
べ
て
い
ま
し
た
。

　

妹
と
一
緒
に
参
加
し
た
鈴
木
日
奈

子
さ
ん（
吾
妻
小
３
年
）は
「
い
ろ

い
ろ
な
野
菜
の
花
を
知
る
こ
と
が
で

き
た
し
、
教
え
て
も
ら
っ
た
ら
上
手

に
撮
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
、
撮
影
す

る
の
が
楽
し
く
な
っ
た
。
も
っ
と
い

ろ
い
ろ
な
も
の
を
撮
っ
て
み
た
い
で

す
」
と
笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。
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今月の表紙
磐梯まつりで稚児行列
の 出 発 を 待 つ 田 多 羅
紗希ちゃん（半坂＝５
歳）。ことし２度目の
参加で、抽選に当たっ
た時からこの日を心待
ちにしていました。化
粧もお着替えもバッチ
リ。いよいよ出発です。

【撮影日】　７月 25 日
【撮影場所】　町役場駐車場

【目次】

09　笑顔でこんにちは／八千代地区高齢者サロンで救急
　車適正利用講習会

10　国保のおはなし　その２

12　いなわしろタウンページ

18　暮らしの情報広場

20　みんなの美術館／食生活改善推進員コーナー

野口さん（右）に教わりながらジャ
ガイモの花の写真を撮る児童

野口勝宏さん（　   ）が最高賞を受賞  日本人初

「ニコンフォトコンテスト 2014 － 2015」で約９万点の頂点に

東南真行
出身

グランプリを受賞した組み写真「福島の花」

　

カ
メ
ラ
メ
ー
カ
ー
の
ニ
コ
ン
が
主
催

す
る
世
界
最
大
規
模
の
国
際
写
真
コ
ン

テ
ス
ト
「
ニ
コ
ン
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

２
０
１
４
―
２
０
１
５
」
の
写
真
部
門

で
本
町
出
身
の
写
真
家
、
野
口
勝
宏
さ

ん
が
最
高
賞
の
グ
ラ
ン
プ
リ
に
輝
き
ま

し
た
。

　

同
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
１
９
６
９
年
か

ら
続
い
て
お
り
、
今
回
で
35
回
目
。
同

賞
の
受
賞
は
、日
本
人
初
の
快
挙
で
す
。

　

受
賞
し
た
作
品
は
、
２
０
１
１
年
の

東
日
本
大
震
災
直
後
か
ら
撮
影
を
続
け

て
い
る
「
福
島
の
花
」。
今
回
は
写
真

と
動
画
部
門
に
世
界
１
６
４
の
国
と
地

域
か
ら
、
８
万
８
７
３
７
点
が
エ
ン
ト

リ
ー
し
ま
し
た
。

　

野
口
さ
ん
は
「
素
晴
ら
し
い
作
品
が

山
ほ
ど
あ
る
中
で
審
査
員
の
方
に
目
に

止
め
て
い
た
だ
き
、
大
変
感
謝
し
て
い

ま
す
。
写
真
を
撮
り
始
め
た
中
学
生
の

時
か
ら
『
ど
ん
な
人
が
グ
ラ
ン
プ
リ
に

な
る
の
だ
ろ
う
』
と
思
っ
て
い
た
。
今

回
、
自
分
が
そ
の
立
場
に
な
り
、
一
途

に
写
真
に
取
り
組
ん
で
き
た
結
果
も
ら

え
た
の
だ
と
実
感
し
て
い
ま
す
」
と
受

賞
の
心
境
を
語
り
ま
す
。

　
「
福
島
の
花
」
は
、
野
口
さ
ん
独
自

の
手
法
で
、
花
の
部
分
が
き
れ
い
に
切

り
抜
か
れ
ま
す
。「
背
景
を
な
く
す
こ

と
で
、
花
と
見
る
人
の
思
い
が
リ
ン
ク

す
る
。
花
が
自
分
の
も
の
に
な
る
ん
で

す
」
と
野
口
さ
ん
。

　
「
花
を
見
る
と
、
人
の
心
は
安
ら
ぐ

も
の
。
今
後
も
必
要
と
さ
れ
る
場
所
に

花
を
届
け
て
い
き
た
い
。
写
真
で
人
の

心
を
動
か
し
た
い
。
そ
れ
が
写
真
家
と

し
て
自
分
が
生
き
る
意
味
で
あ
り
、
生

き
て
き
た
証
で
も
あ
り
ま
す
」。

　

野
口
さ
ん
は
こ
れ
か
ら
も
、
福
島
の

花
を
撮
り
続
け
ま
す
。

▶
中
国
の
上
海
で
行
わ
れ
た
授
賞
式
に
出
席
し
た

野
口
さ
ん（
右
か
ら
２
人
目
。
７
月
14
日
）

【Plofile】のぐち・かつひろ
1959 年生まれ、東南真行出身。写真家。東日本大
震災を契機に " 福島の花の美しさで世界の人々を笑
顔にしたい " と「福島の花」シリーズを制作。ふく
しまＤＣではＪＲ東日本のメインイメージに採用さ
れ、ポスターや駅構内・ラッピング車両を花で彩る。
同シリーズの作品は、ホームページ（http://noguchi.
jpn.com）、Facebook「野口勝宏」「福島の花」で公
開中
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1,8,18_ たいまつ行列の様子。稚児たちも一緒に町内を練り歩いた（8）　2,5,11,16_ 山車
とみこしの競演。今年は６年ぶりに新北町のみこし（2 右）も参加　3,4,24_ フィナー
レを飾った会津磐梯山総おどり　6,14,20_ 町内６小学校の他、さまざまな団体が参加
した音楽パレード　7_ 猪苗代高生徒会はことしも町商工会青年部と協力して出店　
9,22,27,29,30_ ステージイベントの様子。ご当地ヒーロー「バンディオン」（9）が登場

し、町のブランド米「いなわしろ天のつぶ」をＰＲ。ガリガリ君早食い競争はこと
しも大白熱（29）　10,12,17_ 御神火授与祭　19_ 磐梯山噴火殉難者供養祭（７月 15 日）
21_ 豪華賞品が用意されたビンゴ　13,23,28_ たくさんの子どもたちが会場に足を運
び、まつりを楽しんだ　15_ 猪苗代スキー場に灯された火文字　25_ 新しいご当地メ
ニュー「蕎麦めし」を提供した町商工会青年部　26_ 町商工会女性部が笑顔で接客→

　

こ
と
し
も
大
勢
の
町
民
が
ま
つ
り

に
参
加
し
、
会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し

た
。
お
ま
つ
り
広
場
に
は
多
く
の
出

店
が
並
ん
だ
ほ
か
、
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ

ン
ト
、
縁
日
な
ど
も
行
わ
れ
、
た
く

さ
ん
の
親
子
連
れ
な
ど
で
に
ぎ
わ
い

ま
し
た
。

　

26
日
の
夜
に
行
わ
れ
た
会
津
磐
梯

山
総
お
ど
り
で
は
、
約
７
０
０
人
が

町
中
央
商
店
街
を
踊
り
流
し
、
フ
ィ

ナ
ー
レ
を
盛
大
に
飾
り
ま
し
た
。
当

日
の
様
子
を
写
真
で
紹
介
し
ま
す
。

　

第
67
回
磐
梯
ま
つ
り
は
７
月
25
、

26
の
両
日
、
旧
役
場
跡
地
・
お
ま
つ

り
広
場
を
メ
ー
ン
会
場
に
開
か
れ
ま

し
た
。

　

猪
苗
代
の
夏
の
風
物
詩
と
も
い
え

る
こ
の
ま
つ
り
は
、
明
治
21
年
７
月

15
日
の
磐
梯
山
噴
火
で
殉
難
し
た

人
々
の
追
悼
と
供
養
を
目
的
と
し
て

始
ま
っ
た
も
の
で
、
五
穀
豊
穣
や
町

民
の
安
寧
を
祈
願
す
る「
火
の
祭
り
」

と
し
て
継
承
さ
れ
、
発
展
を
遂
げ
て

き
ま
し
た
。

磐梯まつり第 67 回写 真
特 集
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【町ホームページで動画が見れます】
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まちのわだい
TOWN  TOPICS

第５分団、第３分団Ｖ

　平成 27 年度県消防協会猪苗代支部消防操法大
会は７月５日、町水防センター駐車場で開かれ、
選手たちが日頃の練習の成果を披露しました。
　猪苗代、磐梯両町の消防団が分団ごとにチーム
を編成して出場。規律、消防ポンプ操作の正確性、
動作のスピードなどを競い合いました。
　主な成績は下記の通りです。

【ポンプ車操法の部】
①第５分団②第６分団③第４分団
最優秀選手　指揮者＝鈴木一史（第５分団）、１
番員＝高梨宏和（同）、２番員＝相馬裕也（第３分
団）、３番員＝鈴木貴士（第５分団）、４番員＝佐
藤昭裕（同）

【小型ポンプ操法の部】
①第３分団②第６分団③第５分団
最優秀選手　指揮者＝阿部哲平（第５分団）、１
番員＝新田真義（第３分団）、２番員＝上野和磨（磐
梯町消防団第３分団）、３番員＝鈴木武秀（第３
分団）

県消防協会猪苗代支部消防操法大会

　千葉県八
や ち

街
ま た

市の「被災地支援八街市民の会」は
７月７日、町内の児童・生徒に食べてもらおうと、
町にスイカ 30 玉を寄贈しました。
　同会は、東日本大震災の復興支援として、被災
地の児童や生徒に八街市特産の農産物を食べて勇
気や元気を取り戻してほしいと、震災のあった平
成 23 年から被災地に農産物を送る活動を続けて
います。
　贈られたスイカは町内の全小、中学校に配られ、
子どもたちが給食のデザートとして夏の味覚を楽
しみました。
　このうち猪苗代小では７月 10 日に振る舞われ、
児童が「甘くてめっちゃおいしい」「ことし初め
て食べる」などと、赤い部分がなくなるまで夢中
になってスイカにかぶりついていました。
　「被災地支援八街市民の会」では、この支援活
動がきっかけとなり、被災地の児童・生徒と八街
市の児童・生徒との交流が進むことを期待してい
ると話しています。

八街のスイカおいしいね
町内の児童・生徒にうれしい贈り物

「いただきまーす！」スイカにかぶりつく猪苗代小１年１組の児童

「こんなにきれいに食べたよ」 「とっても甘くておいしい！」

乗車マナー向上を呼び掛ける

　猪苗代高の生徒会とＪＲＣ委員会は７月７日、ＪＲ猪苗代駅な
どで「思いやりキャンペーン」を実施しました。活動に参加した
15 人の生徒は、同校からごみを拾いながら駅へと移動。駅に到
着すると、ホームで横断幕を掲げて啓発ティッシュを乗客に配り、
マナーの向上を呼び掛けました。生徒会長の渋谷徳之さん（３年）
は「この活動によって乗車マナーが向上し、お年寄りへの席の譲
り合いなどが少しでも増えればうれしい」と話しました。

猪苗代高がＪＲ猪苗代駅で啓発活動

手作りの横断幕を掲げて啓発ティッシュを配る生徒

中島康輔さんが柔道で福島を制す
小学生学年別柔道県予選会で優勝、全国大会へ

　第 12 回全国小学生学年別柔道大会福島予選会は６月 21 日、
いわき市の南部アリーナで開かれ、猪苗代少年柔道会の中島康輔
さん（猪苗代小５年）が５年生男子 45㌔超級で優勝を果たしまし
た。８月 30 日に山梨県で開かれる全国大会への切符を手にした
中島さんは「県大会で初めて優勝することができて、うれしいの
一言です。全国大会では、まず１勝を目標に自分のベストを尽く
したいです」と力強く抱負を語りました。県大会を制し、全国大会出場を決めた中島さん

「水質日本一の湖に戻したい」
東中１年生が猪苗代湖で清掃活動

　東中の１年生 29 人は６月 25 日、郷土学習の一環として猪苗
代湖の天神浜で清掃活動に取り組みました。生徒たちは、湖岸を
歩いてたばこの吸いがらや木の枝を拾ったり、ひざの上ほどまで
湖に入り、水の中からペットボトルやビニール袋をすくい上げた
りして熱心にごみを拾い集めました。吉田直大さんと六角光生さ
んは「もっとごみを拾って、水質日本一の湖に戻したい」と清掃
活動に汗を流していました。

人間と動物の関係を見つめ直す
はじまりの美術館の企画展「のけものアニマル」

　町内新町にある、はじまりの美術館では企画展「のけものアニ
マル－きみといきる。」が開催されています。動物をテーマにし
た作品や関連イベントを通し、身近な動物についてあらためて考
え、自分たちの暮らしを見つめ直すきっかけにしてもらおうと開
催。館内には６人の作家による作品約 30 点が展示されています。
会期は 10 月４日まで、開館時間は午前 10 時から午後６時まで
です（火曜日休館）。※毎月 18 日は猪苗代町民無料デーです。左はサエボーグさんの作品。館内には約 30 点の作品が並ぶ

小型ポンプ操法の部優勝の第３分団 ポンプ車操法の部を制した第５分団

１月以上、ほぼ毎日練習に励んできた成果を披露する選手たちの表情は、真剣
そのもの【町ホームページでスライドショーが見られます】

湖岸や湖の中のごみを熱心に拾う生徒たち
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まちのわだい
TOWN  TOPICS

ミクロネシアの子どもたちと交流を深
めた小板橋栄子さん（左から２人目）、
夏子さん（同３人目）親子

町食改が県連絡協議会表彰
星会長らが前後町長に受賞を報告

　町食生活改善推進員会はこのほど、県食生活改善推進連絡協議
会の表彰を受けました。これは、同会の長年にわたる活動の功績
が認められたものです。同会の星久子会長、髙橋洋子副会長と藤
倉和子副会長は７月 22 日、町役場を訪れ、前後公町長に受賞を
報告。星会長は「これは先輩方や会員の皆さんなど、みんなで頂
いた賞。今後もみんなで協力しあって、町民の皆さんの健康づく
りやイベントなどに役立てるよう頑張りたい」と話しました。 左から前後町長、星会長、髙橋副会長、藤倉副会長

「彩りのある、明るい人生を送ってほしい」。彩乃ちゃ
んの名前には、パパとママのそんな願いが込められ
ています。

平成 26 年 12 月生まれ
～相名目　
裕
ゆ う

介
す け

さん・奈
な

津
つ

子
こ

さん夫婦の長女

古川　彩
あ や

乃
の

　ちゃん

パパ、ママ、お兄ちゃんと一緒に「ハイ、チーズ」

笑顔でこんにちは

　

離
乳
食
を
モ
リ
モ
リ
食
べ

て
、
す
く
す
く
成
長
中
の
彩

乃
ち
ゃ
ん
。「
食
欲
が
旺
盛

で
、
ご
は
ん
を
食
べ
終
わ
る

と
、
も
っ
と
食
べ
た
い
と
泣

く
こ
と
も
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
で

す
」
と
マ
マ
の
奈
津
子
さ
ん

は
笑
い
な
が
ら
話
し
ま
す
。

　

食
事
の
時
以
外
は
ほ
と
ん

ど
泣
く
こ
と
も
な
く
、
い
つ

も
ニ
コ
ニ
コ
の
彩
乃
ち
ゃ
ん
。

お
兄
ち
ゃ
ん
の
修し

ゅ
う

雅が

く
ん
は

そ
ん
な
妹
が
か
わ
い
く
て
仕

方
が
な
い
ら
し
く
、
彩
乃

ち
ゃ
ん
に
ほ
ほ
笑
み
か
け
た

り
、
ベ
ビ
ー
ラ
ッ
ク
を
揺
ら

し
て
喜
ば
せ
た
り
し
て
い
る

の
だ
と
か
。

　
「
最
近
、
歯
が
２
本
生
え

て
き
た
ん
で
す
。
お
座
り
も

長
い
間
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
」
と
彩
乃
ち
ゃ
ん
の

成
長
に
つ
い
て
話
す
奈
津
子

さ
ん
。
パ
パ
の
裕
介
さ
ん

は
「
も
う
少
し
大
き
く
な
っ

た
ら
、
み
ん
な
で
動
物
園
に

行
っ
て
み
た
い
で
す
ね
」
と

笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。

※「
笑
顔
で
こ
ん
に
ち
は
」

に
掲
載
希
望
の
人
は
広
報
担

当
ま
で
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

☎（
62
）２
１
１
１

　
　
　

苗
代
消
防
署
で
は
、
救

　
　
　

急
車
を
正
し
く
利
用
し

て
も
ら
い
、
よ
り
多
く
の
命
を

救
う
こ
と
を
目
的
に
「
救
急
車

適
正
利
用
講
習
会
」
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

７
月
13
日
に
は
、
八
千
代
地

区
の
高
齢
者
サ
ロ
ン
「
オ
メ
・

げ
ん
き
会
」
に
署
員
が
出
向
い

て
講
習
会
を
実
施
。
同
署
の
救

急
救
命
士
、
大
竹
裕
一
さ
ん
が

「
正
し
く
使
っ
て
命
を
守
る
」

を
テ
ー
マ
に
、
ど
の
よ
う
な
場

合
に
救
急
車
を
呼
べ
ば
い
い
の

か
、
高
齢
者
や
子
ど
も
を
さ
ま

ざ
ま
な
事
故
か
ら
守
る
に
は
ど

う
し
た
ら
い
い
の
か
な
ど
、
身

近
な
事
故
を
防
ぐ
方
法
な
ど
に

つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

長瀬小が県大会で３位に

　交通安全子供自転車県大会は７月４日、福島市のあづま総合体
育館で開かれ、猪苗代地区大会と会津大会を制して出場した長瀬
小が団体の部で３位、個人の部では長嶺歩美さん（６年）が優勝
するなど、日頃の練習の成果を十分に発揮しました。長嶺さんは

「目標だった団体での県大会優勝はできなかったけど、みんなと
一緒に競技することができて楽しかったです。来年は、優勝して
もらいたいです｣ と後輩にエールを贈りました。

交通安全子供自転車県大会

県大会で３位入賞の活躍を見せた長瀬小チーム

　６月 19 日から 21 日にかけて、ミクロネシア
の子どもたちが本町を訪れ、学校訪問やホームス
テイなどを通して町民と交流を深めました。
　同国の子どもたちは 19 日、猪苗代小を訪問。
同校の児童と一緒に竹馬やけん玉など、日本なら
ではの遊びやバスケットボールを楽しみ、交流を
図りました。
　20 日から 21 日にかけては、町内などの家庭
に宿泊。21 日にはホストファミリーたちと一緒
に五色沼を散策するなどし、親睦を深めました。
　１泊２日のホームステイでしたが、お別れパー
ティーではミクロネシアの子どもたちがホスト
ファミリーと抱き合ったり、写真を撮り合ったり
して、最後まで別れを惜しんでいました。
　ホストファミリーの小板橋栄子さん、夏子さん
親子（見祢）は「食べ物の好みなどが分からず戸
惑うこともあったけど、一緒に遊べて楽しかった。
あっという間に２日間が過ぎてしまいました」と
話しました。

ホームステイなどで交流
ミクロネシアの子どもたちが町を訪問

休み時間にミクロネシアの子どもから
バスケットボールを教わる猪苗代小の
児童

五色沼を訪れた、ミクロネシアの子どもたちとホストファミリー

より多くの命救うため
　

サ
ロ
ン
の
皆
さ
ん
は
、
自
分

や
家
族
の
命
に
直
接
か
か
わ
る

話
と
あ
っ
て
、
大
竹
さ
ん
の
説

明
に
真
剣
に
耳
を
傾
け
て
い
ま

し
た
。

　

講
習
会
に
参
加
し
た
鈴
木
愛

子
さ
ん
と
安
齋
岩
子
さ
ん
は

「
と
て
も
分
か
り
や
す
く
、
た

め
に
な
っ
た
。
た
く
さ
ん
の
人

に
こ
の
講
座
を
受
け
て
も
ら
い

た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

※
猪
苗
代
消
防
署
で
は
、
ご
希

望
に
応
じ
て
出
前
講
座
を
実
施

し
ま
す
。
署
内
で
も
実
施
し
て

い
ま
す
。
お
気
軽
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
猪
苗
代
消
防
署

☎（
62
）４
４
３
３

猪

  猪苗代消防署
「救急車適正利用講座」実施中

説明する大竹さん（右）。猪苗代署管内の救急
出動件数のうち、約半数が軽症とのことです

大竹さんの話を熱心に聞く八千代地区高齢者サ
ロン「オメ・げんき会」の皆さん
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治療費が結構かかる
みたいなんだ。 そんな時は限度額

認定証ね。

国
保
の
お
は
な
し

健
康
は
誰
も
が
持
つ
願
い
で
す
。
し
か
し
、
あ
る
日
突
然
私
た
ち
を
襲
う
病
気
や
け
が
。

そ
ん
な
時
、
皆
さ
ん
の
力
に
な
り
支
え
て
く
れ
る
の
が
、
国
民
健
康
保
険
制
度
で
す
。

今
月
号
で
は
、
限
度
額
認
定
証
や
国
保
税
の
こ
と
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

Q：限度額認定証の申請
をしてなかった場合は、
窓口での負担はどうなる
の？

A：申請をしなかった場
合、医療費の窓口での支
払いは、限度額まででは
なくなるの。限度額を超
えた分は後で高額療養費
の申請が必要になるから
領収書は失く
さないように
気をつけてね。

Q：70 歳 以 上 の「 低 所
得者Ⅰ」の区分に該当す
るのは、どのような場合
なの？

A：「低所得者Ⅰ」とな
るのは、① 70 歳以上の
人のうち、②判定の対象
となる家族全員の「所得」

（※）の金額が０円にな
る場合だよ。

【Ｑ＆Ａ   よくある質問】

問
町
民
生
活
課

　

国
保
年
金
係

　

☎（
62
）２
１
１
４

ナオッキー（いのしし）

凍み餅とタケノコが大好き
で、先月国保に加入したば
かり。現在、再就職に向け
奮闘中

ワシロ（妖精）

いつもカエルの「ぽ
る」と一緒に田んぼ
をふらふらしている
妖精

ぽる（カエル）

妖精の「ワシロ」以外に友
達はいないが、それでも毎
日リア充らしい

その２

「
限
度
額
適
用
認
定
証
」

「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担

額
減
額
認
定
証
」

　
「
限
度
額
適
用
認
定
証
」「
限
度
額

適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」

を
医
療
機
関
へ
提
示
す
る
こ
と
に
よ

り
、
窓
口
負
担
が
限
度
額
（
表
１
）

ま
で
に
な
り
ま
す
。
入
院
の
予
定
が

あ
る
人
、
外
来
で
の
医
療
費
が
高
額

に
な
り
そ
う
な
人
な
ど
は
、
事
前
に

国
保
年
金
係
の
窓
口
に
申
請
し
、
認

定
証
の
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

（
申
請
し
た
月
の
初
日
か
ら
適
用
に

な
り
ま
す
。）

※
こ
の
認
定
証
の
交
付
を
受
け
る
に

は
、
国
保
税
に
滞
納
が
な
い
こ
と
が

条
件
で
す
。

申
請
に
必
要
な
も
の

は
保
険
証
と
印
鑑

だ
よ

　

８
月
は
限
度
額
認
定
証
の
更
新
月

で
す
。
有
効
期
限
が
平
成
27
年
７
月

31
日
ま
で
の
認
定
証
を
持
っ
て
い
て

も
、
引
き
続
き
認
定
証
が
必
要
な
方

は
、
新
た
に
申
請
が
必
要
で
す
（
前

年
の
所
得
に
応
じ
て
負
担
区
分
を
再

判
定
し
ま
す
）。

　

ま
た
、
非
課
税
世
帯
【
世
帯
の
国

保
加
入
者
（
擬
制
世
帯
主
含
む
）
全

員
の
住
民
税
が
非
課
税
】
の
人
だ
け

を
対
象
に
「
限
度
額
適
用
・
標
準
負

担
額
減
額
認
定
証
」
の
適
用
が
あ
り

ま
す
。
医
療
機
関
に
提
示
す
る
こ
と

で
、
保
険
診
療
の
一
部
負
担
金
が
限

度
額
ま
で
と
な
り
、
入
院
時
の
食
事

代
も
減
額
に
な
り
ま
す
（
表
１
）。

高
齢
受
給
者
証

も
８
月
に
更
新

さ
れ
る
よ

　

70
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
人
に
交
付

さ
れ
て
い
る
高
齢
受
給
者
証
は
、
前

年
の
所
得
に
よ
っ
て
負
担
割
合
（
２

割
ま
た
は
３
割
）
を
判
定
し
、
毎
年

８
月
１
日
に
更
新
さ
れ
ま
す
。

　

対
象
者
に
は
、
７
月
下
旬
に
世
帯

主
宛
て
に
郵
送
し
ま
し
た
。
新
し
い

高
齢
受
給
者
証
が
お
手
元
に
届
い
て

い
る
か
ど
う
か
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
受
給
者
証
を
保
険
証
と
一
緒

に
医
療
機
関
な
ど
に
提
示
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
入
院
・
外
来
と
も
、
窓

口
で
の
支
払
い
が
限
度
額
ま
で
と
な

り
ま
す
。

国
保
税
は

納
期
限
内
に

　

国
保
税
は
、
７
月
か
ら
翌
年
２
月

ま
で
の
８
回
で
納
め
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
国
保
税
の
未
納
が
続
く

と
、
期
間
の
短
い
保
険
証
や
、
窓
口

の
支
払
い
で
医
療
費
の
全
額
を
負
担

す
る
資
格
証
明
書
な
ど
が
交
付
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
期
限
ま
で
の

納
付
が
困
難
な
と
き
は
、
早
め
に
税

務
課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

国
保
税
の

納
付
に
は

口
座
振
替
が

便
利
だ
よ

　

国
保
税
の
納
付
に
は
、
ぜ
ひ
口
座

振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
口
座
振

替
な
ら
、
国
保
税
を
納
め
に
行
く
手

間
が
省
け
る
だ
け
で
な
く
、
納
め
忘

れ
の
心
配
も
な
い
の
で
安
心
・
便
利
・

確
実
で
す
。
一
度
手
続
き
を
す
る
だ

け
で
、
翌
年
度
以
降
も
自
動
的
に
継

続
さ
れ
ま
す
。

非
自
発
的
失
業
者
に
は

国
保
税
の
軽
減
措
置
が

あ
り
ま
す

　

倒
産
・
解
雇
な
ど
に
よ
る
離
職
や
雇

い
止
め
な
ど
に
よ
る
離
職
を
さ
れ
た
人

に
対
し
て
、
離
職
し
た
本
人
の
前
年
の

給
与
所
得
を
１
０
０
分
の
30
の
額
と
み

な
し
て
、
国
保
税
を
計
算
す
る
軽
減
措

置
が
あ
り
ま
す
。
軽
減
を
受
け
る
に
は

申
請
が
必
要
で
す
。

○
軽
減
対
象
期
間

　

離
職
日
の
翌
日
か
ら
翌
年
度
末
ま
で

（
国
民
健
康
保
険
の
資
格
を
喪
失
し
た

場
合
は
そ
の
時
点
ま
で
）

○
対
象
者

　

雇
用
保
険
法
の
特
定
受
給
資
格
者
お

よ
び
特
定
理
由
離
職
者

※
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
の
離
職
理

由
の
コ
ー
ド
が
「
11
・
12
・
21
・
22
・

23
・
31
・
32
・
33
・
34
」
の
人
で
す
（
離

職
時
点
で
65
歳
以
上
の
方
お
よ
び
雇
用

保
険
の
受
給
資
格
の
な
い
人
は
対
象
に

な
り
ま
せ
ん
）。

○
申
請
に
必
要
な
も
の

①
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証

②
印
鑑

所得区分 １カ月の自己負担限度額 入院時の１食の
食事負担

ア：年間所得 901 万円超 262,600 円＋（医療費 -842,000 円）×１％『140,100 円』 260 円
イ：年間所得 600 万円～ 901 万円 167,400 円＋（医療費 -558,000 円）×１％『93,000 円』 260 円
ウ：年間所得 210 万円～ 600 万円 80,100 円＋（医療費 -267,000 円）×１％『44,400 円』 260 円
エ：年間所得 210 万円以下 57,600 円『44,400 円』 260 円
オ：住民税非課税者 35,400 円『24,600 円』 210 円（※）

（※）過去 12 カ月間で入院日数が 90 日を超えると 160 円になります。詳しくは国保年金係の窓口に問い合わせて
ください。
※『　』内は、過去 12 カ月間に１つの世帯で高額療養費の支給が４回以上あった場合の４回目以降の限度額です。
※入院時の食事負担や差額ベッド代などは、自己負担限度額に含まれません。

● 70 歳未満の人

● 70 歳以上（高齢受給者）の人

【表１】

所得区分
１カ月の自己負担限度額 入院時の１食の

食事負担外来（個人ごと） 外来＋入院（世帯単位）
現役並み所得者 44,400 円 80,100 円 +（医療費 -267,000 円）×１％『44,400 円』 260 円

一　　般 12,000 円 44,400 円 260 円

低所得者
（住民税非課税）

低Ⅱ
8,000 円

24,600 円 210 円（※）

低Ⅰ 15,000 円 100 円

※「所得」はそれぞれの方
の給与や年金などの収入か
ら、必要経費・控除額（公
的年金については控除額
80 万円）を差し引いたも
ののことだよ。たとえば、
公的年金だけで生活してい
る家族で、それぞれの年金
収入が 80 万円に満たない
場合にはこの区分の対象に
なるんだね。

社会保険から国民健康保険への切り替えを済ませたナオッキー。
今も再就職に向け奮闘中だが、牙の調子が悪く、お医者さんに診てもらうことに…

（キャラクターのプロフィールは 11 ページ左上にあります）

：手続きにもいろいろあるんだね。

：そもそもどうしてけがしたんだ
い？

：いろいろ教えてもらっているお
礼に、二人にタケノコをプレゼン
トしようと牙で掘ってたんだけ
ど、なかなか取れなくて。

：それで牙を痛めちゃったんだね。

：ふふ、ありがとう。でも、けが
には気をつけないとね。今度はみ
んなで掘りに行きましょう。

：やったね。えーと、タケノコご
飯に素焼きに、他にも…。

：あら！けがが治ったらよ。それ
まではゆっくりしていなさい。

ナオッキー ワシロ ぽる

【プロフィール】

非
自
発
的
失
業
者
っ
て

な
に
？

ぼ
く
の

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
も

届
い
て
い
た
よ
。

会
社
の
都
合
で
会
社
を
辞
め

る
こ
と
に
な
っ
た
人
ね
。
ナ

オ
ッ
キ
ー
は
体
の
調
子
が
悪

い
か
ら
っ
て
退
職
し
た
わ

ね
。
そ
う
い
う
場
合
は
自
己

都
合
と
な
る
わ
。

今
月
ピ
ン
チ
だ
か
ら

相
談
し
に
い
か
な
い
と

手
続
き
は
通
帳
と

届
出
印
を
持
っ
て
、

町
指
定
金
融
機
関
に

直
接
申
し
込
む
み
た
い
。
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除
雪
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

　

町
で
は
、
冬
期
間
に
お
け
る
道
路

交
通
と
生
活
環
境
の
確
保
の
た
め
、

除
雪
運
転
手
を
募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
人
員　

30
名
程
度

▼
雇
用
予
定
期
間　

平
成
27
年
12
月

15
日（
火
）～
28
年
３
月
14
日（
月
）

▼
採
用
条
件

　

平
成
28
年
３
月
31
日
現
在
で
満
65

歳
以
下
の
健
康
な
人
で
、
大
型
特
殊

免
許（
ホ
イ
ー
ル
ト
ラ
ク
タ
ー
限
定

免
許
を
除
く
）と
車
輌
系
建
設
機
械

運
転
技
能
講
習
修
了
資
格
の
両
方
を

持
っ
て
い
る
人

▼
提
出
書
類

・
履
歴
書（
用
紙
は
建
設
課
で
受
け

取
る
か
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）

・
運
転
免
許
証
の
写
し

・
車
輌
系
建
設
機
械
運
転
技
能
講
習

修
了
証
の
写
し

・
健
康
診
断
書

▼
申
込
期
限　

10
月
30
日（
金
）

※
募
集
人
数
に
達
し
た
場
合
は
、
期

限
前
に
募
集
を
締
め
切
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

建
設
課　

建
設
係

☎（
62
）２
１
１
８

◎
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
詳
細
を
掲
載

し
て
い
ま
す
。

臨
時
福
祉
給
付
金
の

受
け
付
け
が
始
ま
り
ま
す

　

町
で
は
、「
臨
時
福
祉
給
付
金
」

の
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

　

こ
の
給
付
金
は
、
消
費
税
率
の
引

き
上
げ
に
よ
る
影
響
を
緩
和
す
る
た

め
、
所
得
の
低
い
人
に
対
し
、
暫
定

的
・
臨
時
的
な
措
置
と
し
て
支
給
す

る
も
の
で
す
。

　

給
付
金
を
受
け
取
る
に
は
、
平
成

27
年
１
月
１
日
時
点
で
住
民
票
の
あ

る
市
区
町
村
へ
の
申
請
が
必
要
に
な

り
ま
す
。
給
付
対
象
者
と
な
る
可
能

性
の
あ
る
人
に
は
、
９
月
上
旬
に
案

内
と
申
請
書
を
郵
送
し
ま
す
。
案
内

を
確
認
の
上
、
申
請
受
付
期
間
内
に

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
支
給
対
象
者

　

平
成
27
年
度
分
の
住
民
税
が
課
税

さ
れ
て
い
な
い
人
が
対
象
で
す
。

※
た
だ
し
、
課
税
さ
れ
て
い
る
人
に

生
活
の
面
倒
を
見
て
も
ら
っ
て
い
る

場
合（
住
民
税
に
お
い
て
、
誰
か
の

扶
養
と
な
っ
て
い
る
な
ど
）や
生
活

保
護
の
受
給
者
で
あ
る
場
合
な
ど

は
、
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

▼
支
給
額

の
道
路
を
除
雪
し
て
く
だ
さ
い
。
町

に
何
度
も
お
願
い
し
て
い
ま
す
が
改

善
さ
れ
ま
せ
ん
。

【
回
答
】

　

こ
の
区
域
は
、
民
間
に
よ
り
宅
地

分
譲
の
た
め
整
備
さ
れ
た
区
域
と

な
っ
て
お
り
、
区
域
内
の
公
共
物
の

管
理
に
つ
い
て
は
、
第
一
に
は
管
理

者（
事
業
者
、
管
理
組
合
な
ど
）の

管
理
に
な
り
ま
す
。

　

町
で
は
、
道
路
の
補
修
や
除
雪
に

対
象
者
１
人
に
つ
き
６
千
円

▼
申
請
方
法

・
申
請
先　

保
健
福
祉
課

・
申
請
受
付
期
間

９
月
１
日（
火
）～
12
月
１
日（
火
）

・
提
出
書
類 

申
請
書
ほ
か

▼
問
い
合
わ
せ
先

保
健
福
祉
課　

社
会
福
祉
係

☎（
62
）２
１
１
５

ご
意
見
箱
に

寄
せ
ら
れ
た

ご
意
見
と
回
答

●
交
差
点
に
信
号
機
を
設
置
し
て
ほ

し
い

【
ご
意
見
】

　

国
康
亭
の
交
差
点
の
所
に
歩
行
者

用
信
号
を
増
や
し
て
ほ
し
い
。
片
側

ず
つ
し
か
な
い
の
で
、
子
ど
も
が
渡

る
と
き
に
困
る
。

【
回
答
】

　

信
号
機
の
設
置
に
つ
き
ま
し
て
は
、

県
公
安
委
員
会
が
所
管
し
て
行
っ
て

お
り
ま
す
の
で
、
町
で
は
信
号
機
を

設
置
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
い

た
だ
い
た
ご
意
見
に
つ
き
ま
し
て
は
、

猪
苗
代
警
察
署
地
域
交
通
課
を
通
し

て
、
県
公
安
委
員
会
へ
お
伝
え
い
た

し
ま
し
た
の
で
、
ご
理
解
の
ほ
ど
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

問
総
務
課　

行
政
管
理
係

☎（
62
）２
１
１
１

●
道
路
の
補
修
と
除
雪
を
し
て
も
ら

い
た
い

【
ご
意
見
】

　

私
は
行
政
区
外
に
住
ん
で
い
ま
す
。

場
所
は
レ
イ
ク
ヒ
ル
猪
苗
代
の
ず
っ

と
上
に
な
り
ま
す
。

　

道
路
が
ボ
コ
ボ
コ
な
の
で
直
し
て

ほ
し
い
で
す
。
そ
れ
か
ら
、
家
の
前

いなわしろタウンページ まちのお知らせ

く
り
の
た
め
、
皆
さ
ん
の
建
設
的
な

ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

▼
設
置
場
所

　

役
場
庁
舎
、
カ
メ
リ
ー
ナ
、
学
び

い
な
、
和
み
い
な（
郵
送
や
Ｆ
Ａ
Ｘ

で
も
受
け
付
け
ま
す
）

▼
回
答
方
法　

広
報
猪
苗
代
で
回
答

▼
記
入
に
あ
た
っ
て
の
お
願
い

　

ご
意
見
は
内
容
の
趣
旨
が
わ
か
る

よ
う
に
、
具
体
的
に
ご
記
入
い
た
だ

く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

他
人
を
誹
謗
、
中
傷
す
る
も
の
や

営
業
、
宗
教
、
政
治
活
動
な
ど
に
関

す
る
も
の
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

▼
送
付
・
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課　

秘
書
広
報
係

☎（
62
）２
１
１
１

Ｆ
Ａ
Ｘ（
62
）５
１
７
５

関
す
る
要
望
に
つ
い
て
は
、
行
政
区

長（
開
発
区
域
に
お
い
て
は
開
発
事

業
者
、
管
理
組
合
な
ど
）を
通
じ
申

し
入
れ
し
て
い
た
だ
き
、
立
ち
会 

い
の
も
と
現
地
を
確
認
し
た
上
、 

対

応
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
と
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
開
発
事
業
者
な
ど

を
通
じ
担
当
課
ま
で
申
し
入
れ
く
だ

さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

問
建
設
課　

建
設
係

☎（
62
）２
１
１
８

ご
意
見
の
記
入
方
法
が

変
わ
り
ま
し
た

　

ご
意
見
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で

無
記
名
で
受
け
付
け
て
お
り
ま
し
た

が
、
８
月
か
ら
は
氏
名
、
住
所
お
よ

び
連
絡
先
を
記
入
い
た
だ
く
こ
と
と

い
た
し
ま
し
た
。

　

頂
い
た
ご
意
見
の
内
容
に
よ
っ
て

は
、
確
認
の
た
め
ご
連
絡
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

了
承
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　

な
お
、
広
報
で
回
答
す
る
際
に
は

氏
名
を
伏
せ
て
掲
載
い
た
し
ま
す
。

皆
さ
ん
の
建
設
的
な
ご
意

見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

　

町
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
と
の
協
働

に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、

ご
意
見
や
ご
提
案
を
お
寄
せ
い
た
だ

く
町
民
意
見
箱
「
ご
意
見
箱
」
を
設

置
し
て
い
ま
す
。
よ
り
良
い
ま
ち
づ

町内医療機関　お盆期間中の診療予定

○会津若松市休日緊急医割当（８月 16 日）
　内科系　遠藤胃腸科内科医院（城北町６－１）　☎（24）8911
　小児科　いとうこどもクリニック（門田町大字黒岩字大坪 180）　☎（27）4601
　外科系　山田整形外科医院（表町５－６）　☎（26）2772
○会津若松市夜間急病センター（山鹿町 1-22）☎（28）1199
　受付時間　18：30 ～ 22：30（年中無休）

医療機関名 日にち
曜日

13 日
木

14 日
金

15 日
土

16 日
日

17 日
月

浅見クリニック 午前 ○ × × × ○
☎（63）2200 午後 ○ × × × ○

小川医院 午前 ○ × × × ○
☎（62）2132 午後 × × × × ○

かねこクリニック 午前 × ○ ○ × ○
☎（72）0660 午後 × ○ × × ○

野崎医院 午前 × × × × ○
☎（66）2245 午後 × × × × ○

マリアクリニック 午前 × × × × ○
☎（66）2700 午後 × × × × ○

矢吹医院 午前 ○ × × × ○
☎（62）2169 午後 ○ × × × ○

町立病院 午前 ○ × × × ○
☎（62）2350 午後 ○ × × × ○

診療可：○　休診：×

意
見
箱

給
付
金

募
　
集

【就任のごあいさつ】
　このたび、町議会の同意を頂き、８月から
引き続き副町長の職を務めさせていただくこ
ととなりました。
　身に余る光栄と存じますが、あらためて責
任の重さを感じております。
　今後も微力ではありますが、前後町長の意
を体し、町勢伸展のため誠心誠意、職務に取
り組んでまいる所存であります。
　今後とも、町民の皆さまのご指導、ご協力
を賜りますようお願い申し上げます。

○任期
　平成 27 年８月５日～平成 31 年８月４日
○略歴

・昭和 44 年４月　猪苗代町職員として採用、
在職中は生涯学習課長、企画財務課長、会計
室長などを歴任

・平成 19 年３月　猪苗代町を退職
・平成 23 年８月　猪苗代町副町長に就任

大川原久夫氏を副町長に再任

※ 8/10 ～
　 8/13 休診
※ 8/12 ～
 　8/16 休診

給
付
金
を

か
く
に
ん
じ
ゃ
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・
全
部
支
給　

４
万
２
０
０
０
円

・
一
部
支
給　

９
９
１
０
円
～
４
万

１
９
９
０
円（
所
得
に
応
じ
て
）

○
児
童
２
人
以
上
の
加
算
額

２
人
目　

５
０
０
０
円
、
３
人
目
以

降
１
人
に
つ
き　

３
０
０
０
円

▼
問
い
合
わ
せ
先

保
健
福
祉
課　

社
会
福
祉
係

☎（
62
）２
１
１
５

福
島
県
児
童
家
庭
課

☎
０
２
４（
５
２
１
）７
１
７
６

行
政
相
談
委
員
に

相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か

　

行
政
相
談
委
員
が
役
所（
国
、
県
、

市
町
村
）
や
特
殊
法
人（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
、

Ｊ
Ｒ
な
ど
）の
仕
事
に
つ
い
て
の
相

談
に
応
じ
、
そ
の
解
決
の
お
手
伝
い

を
し
ま
す
。

　

定
例
相
談
は
毎
月
１
回
、
第
３
水

曜
日
に
開
催
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
開
催
日
時

　

８
月
19
日（
水
）、
９
月
16
日（
水
）

　

午
後
１
時
～
午
後
３
時

▼
場
所　

町
役
場
３
階　

日
本
間

▼
そ
の
他　

相
談
無
料
・
秘
密
厳
守

▼
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課　

秘
書
広
報
係

☎（
62
）２
１
１
１

▼
公
売
車
両

軽
自
動
車（
ダ
イ
ハ
ツ　

ミ
ラ
）

・
平
成
９
年
式

・
走
行
距
離　

１
５
３
４
６
５
㌔

・
仕
様　

ガ
ソ
リ
ン
車

・
付
属
品　

冬
タ
イ
ヤ

・
車
検
満
了
日　

平
成
28
年
７
月
29

日※
町
名
表
示
の
削
除
と
名
義
変
更
は

購
入
者
の
負
担

※
内
装
・
外
装
に
年
式
に
応
じ
損
傷
・

さ
び
・
汚
れ
が
あ
り
ま
す
。
公
売
に

参
加
す
る
場
合
は
、
必
ず
現
車
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

▼
公
売
方
法

　

入
札
に
よ
り
最
低
売
却
価
格
以
上

必
ず
申
込
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
入
札
参
加
申
込
書
と
入
札
書
の
様

式
は
総
務
課
窓
口
お
よ
び
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
。

▼
入
札
日
時
・
場
所

８
月
28
日（
金
）　

午
前
10
時

町
役
場
３
階　

正
庁
Ａ

※
時
間
厳
守
・
郵
送
不
可

▼
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課　

行
政
管
理
係

☎（
62
）２
１
１
１

ひ
と
り
親
家
庭
の
生
活
を

支
援
「
児
童
扶
養
手
当
」

　　

児
童
扶
養
手
当
は
、
ひ
と
り
親
家

庭
の
生
活
の
安
定
と
自
立
を
助
け
る

た
め
に
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

いなわしろタウンページ まちのお知らせ

町
の
将
来
を
決
定
す
る
場

議
会
を
傍
聴
し
ま
せ
ん
か

　

町
議
会
の
本
会
議
は
一
般
に
公
開

さ
れ
て
お
り
、
ど
な
た
で
も
傍
聴
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
議
場
は
町
役

場
３
階
で
す
。
傍
聴
す
る
人
は
、
傍

聴
席
入
口
に
あ
る
受
付
簿
に
住
所
・

氏
名
・
年
齢
を
記
入
し
、
入
場
し
て

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
議
事
を
妨
害
す
る
恐
れ
の

あ
る
人
は
入
場
で
き
な
い
な
ど
、
傍

聴
の
際
に
は
注
意
事
項
が
あ
り
ま
す

の
で
、
職
員
の
指
示
に
従
っ
て
く
だ

さ
い
。

▼
開
会
予
定
日　

９
月
７
日（
月
）

※
一
般
質
問
は
10
日（
木
）、
11
日

（
金
）の
予
定
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

議
会
事
務
局　

議
事
係

☎（
62
）５
６
６
６

町
有
財
産
の

公
用
車
を

公
売
し
ま
す

　

町
の
公
用
車
を

公
売
し
ま
す
。
車
種

お
よ
び
公
売
方
法
は
次

の
と
お
り
で
す
。

相
　
談

▼
支
給
対
象
者

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
児
童

を
監
護
し
て
い
る
父
ま
た
は
母
、
も

し
く
は
父
母
に
代
わ
っ
て
子
ど
も
を

養
育
し
て
い
る
人

※
児
童
の
年
齢
は
、
18
歳
到
達
後
の

最
初
の
３
月
31
日
を
迎
え
る
ま
で

（
中
度
以
上
の
障
害
が
あ
る
場
合
は

20
歳
未
満
）

①
父
母
が
離
婚
し
た
児
童

②
父
ま
た
は
母
が
死
亡
し
た
児
童

③
父
ま
た
は
母
が
一
定
の
障
害
を
持

つ
児
童

④
父
ま
た
は
母
の
生
死
が
明
ら
か
で

な
い
児
童　

な
ど

※
次
の
よ
う
な
場
合
、
手
当
は
支
給

さ
れ
ま
せ
ん
。

・
児
童
が
児
童
福
祉
施
設
な
ど
に
入

所
し
た
り
、
里
親
に
預
け
ら
れ
た
り

し
た
と
き

・
父
母
ま
た
は
養
育
者
が
婚
姻
の
届

け
出
は
し
て
い
な
く
て
も
、
事
実
上

の
婚
姻
関
係（
内
縁
関
係
な
ど
）が

あ
る
と
き

▼
所
得
制
限

　

受
給
資
格
者
の
前
年
の
所
得
が
一

定
の
額
以
上
あ
る
場
合
は
、
そ
の
年

度（
８
月
か
ら
翌
年
の
７
月
ま
で
）

は
、
手
当
の
全
部
ま
た
は
一
部
が
支

給
停
止
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
扶
養
義

務
者（
同
居
の
直
系
血
族
お
よ
び
兄

弟
姉
妹
）な
ど
の
所
得
に
よ
る
所
得

制
限
も
あ
り
ま
す
。

▼
手
当
額（
月
額
）

○
児
童
１
人
の
場
合

採用種目 資格 受付期間 試験 試験期日 試験会場 備考

自衛官候補生
（男子）

18 歳以上
27 歳未満

８月１日（土）～
９月８日（火）

筆記試験 ９月 19 日（土） 会津大学
筆 記 試 験、 口 述 試
験・ 身 体 検 査 の 両
方を受験します。

口述試験・身体検査 ９月 26 日（土）～ 29 日（火）
※指定する１日 郡山駐屯地

自衛官候補生
（女子）

18 歳以上
27 歳未満

８月１日（土）～
９月８日（火） 筆記試験、口述試験・身体検査 ９月 25 日（金） 郡山駐屯地

一般曹候補生 18 歳以上
27 歳未満

８月１日（土）～
９月８日（火）

１次試験（筆記） ９月 19 日（土）午前 会津大学 １ 次 試 験 合 格 者 の
２次試験（口述試験・
身体検査）
に つ い て は、 後 日
通知します。

２次試験（口述試験・身体検査） 10 月８日（木）～ 11 日（日）
※指定する１日 郡山駐屯地

航空学生 高卒（見込み含む）
21 歳未満

８月１日（土）～
９月８日（火） １次試験（筆記） ９月 23 日（水） 郡山市労働福祉会館

●平成 27 年度自衛官採用試験日程

【問い合わせ先】自衛隊　福島地方協力本部　会津若松出張所（会津若松市門田町大字黒岩字大坪 57-1）　☎（27）6724

　農業委員会は農地の公的管理主体として、食料の生産
基盤である優良農地の確保と有効利用の促進を図るた
め、毎年、農地パトロールを実施し、遊休農地の実態把
握と発生防止・解消、農地の違反転用発生防止対策など
について重点的に取り組んでいます。
　本年度は、下記のとおり実施する予定です。
　パトロール当日は、公用車に「農地パトロール実施中」
のマグネットを貼り、農業委員会の帽子と腕章を着用し
た地区担当農業委員と事務局職員が巡回します。
　調査の際に農地などへの立ち入りやお話を伺う場合も
ありますので、ご理解とご協力をお願いします。

問農業委員会事務局　農地係　☎（62）5655

農地パトロールを実施します

実施日 地区名 担　当　委　員

８ 月 か ら

11 月まで

の随時

吾妻
小熊義一・渡部長昭・安達寿人
戸田義巳・金本久美子

猪苗代・翁島 長谷川正・佐賀昭男・細貝保男
千里 鬼多見賢・阿部正義・小檜山久栄

月輪・長瀬
二瓶芳雄・土屋清美・丸山之子
武田利和・佐藤章・阿部幸喜

の
金
額
で
、
か
つ
、
最
高
の
価
格
で

入
札
し
た
人
と
売
買
契
約
を
締
結
し
、

代
金
入
金
確
認
後
に
受
け
渡
し
。
な

お
、
入
札
金
額
は
税
別
と
し
ま
す
。

※
最
低
売
却
価
格
は
７
４
０
８
円

（
税
別
）で
す
。

▼
車
両
の
展
示
期
間
・
場
所

８
月
11
日（
火
）～
26
日（
水
）

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時（
土
・

日
・
祝
日
を
除
く
）

町
役
場
北
側
駐
車
場

▼
入
札
申
し
込
み
期
間

８
月
11
日（
火
）～
26
日（
水
）

午
後
５
時

※
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
郵
送
可

※
入
札
へ
の
参
加
を
希
望
す
る
人
は

　広報７月号（№ 657）の記事中に
誤りがありました。
　19 ページ「平成 27 年度自衛官採
用試験日程」の記事中、自衛官候
補生（男子）の試験期日が「９月 26
日（土）・29 日（火）」となってい
ましたが、「９月 26 日（土）～ 29
日（火）※指定する１日」の誤り
です。おわびして訂正いたします。

  おわびと訂正

子
育
て

議
　
会

公
　
売

猪苗代町議場（町役場３階）
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こ
の
間
使
用
で
き
る
火
葬
炉
が
２

基
か
ら
１
基
と
な
り
、
火
葬
の
受
け

付
け
も
１
日
４
回
か
ら
２
回
に
な
り

ま
す
。
ご
不
便
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

こ
の
期
間
中
の
受
け
付
け
は
、
町

内
の
人（
町
内
へ
の
避
難
者
を
含
む
）

の
み
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

町
民
生
活
課　

環
境
係

☎（
62
）２
１
１
４

告　

示

・
第
45
号
「
平
成
27
年
度
町
民
税
・

県
民
税
納
税
通
知
書
の
公
示
送
達
及

び
納
期
限
の
変
更
に
つ
い
て
」（
税

務
課
賦
課
係
）

・
第
46
号
「
国
民
健
康
保
険
被
保
険

者
証
再
交
付
に
係
る
無
効
告
示
」（
町

民
生
活
課
国
保
年
金
係
）

・
第
47
号
「
平
成
27
年
第
５
回
猪
苗

代
町
議
会
臨
時
会
招
集
」（
総
務
課

行
政
管
理
係
）

・
第
48
号
「
供
託
金
（
公
売
残
余
金
）

差
押
に
か
か
る
公
示
送
達
」（
税
務

課
収
納
係
）

・
第
49
号
「
平
成
27
年
度
猪
苗
代
町

臨
時
福
祉
給
付
金
支
給
事
業
実
施
要

綱
」（
保
健
福
祉
課
社
会
福
祉
係
）

・
第
50
号
「
国
民
健
康
保
険
被
保
険

者
証
再
交
付
に
係
る
無
効
告
示
」（
町

民
生
活
課
国
保
年
金
係
））

・
第
51
号
「
充
当
通
知
書
の
公
示
送

達
に
つ
い
て
」（
税
務
課
収
納
係
）

公　

告

・
第
23
号
「
平
成
27
年
度
公
共
工
事

発
注
予
定
情
報
の
公
表
に
つ
い
て
」

（
企
画
財
務
課
財
務
係
）

・
第
24
号
「
農
用
地
利
用
集
積
計
画

の
公
告
」（
農
業
委
員
会
事
務
局
農

地
係
）

・
第
25
号
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売

の
公
告
に
つ
い
て
（
第
３
号
）」（
税

務
課
収
納
係
）

・
第
26
号
「
農
用
地
利
用
集
積
計
画

の
公
告
」（
農
業
委
員
会
事
務
局
農

地
係
）

※
告
示
・
公
告
さ
れ
た
内
容
に
つ
い

て
は
、
役
場
前
掲
示
板
を
ご
覧
に
な

る
か
、
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
課
に
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

いなわしろタウンページ まちのお知らせ

人
権
擁
護
・
行
政
相
談
委

員
合
同
相
談
会

　　

町
で
は
、
次
の
日
程
で
人
権
擁
護

委
員
と
行
政
相
談
委
員
の
合
同
相
談

会
を
開
催
し
ま
す
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
地
域
住
民
の

人
権
の
擁
護
と
人
権
思
想
の
普
及
高

揚
を
目
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

差
別
、
い
じ
め
、
嫌
が
ら
せ
な
ど
、

人
権
問
題
で
お
困
り
の
人
は
、
一
人

で
悩
ま
ず
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

▼
開
催
日
時　

９
月
４
日（
金
）

午
前
10
時
～
午
後
３
時

▼
場
所　

町
役
場
３
階　

日
本
間

▼
そ
の
他　

相
談
無
料
・
秘
密
厳
守

▼
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課　

秘
書
広
報
係

☎（
62
）２
１
１
１

い
な
わ
し
ろ
聖
苑
火
葬
炉

の
修
繕
工
事
を
し
ま
す

　
「
い
な
わ
し
ろ
聖
苑
」
火
葬
炉

の
修
繕
工
事
を
８
月
24
日（
月
）か

ら
８
月
29
日（
土
）ま
で
行
い
ま
す
。

　平成 27 年 10 月１日現在で、全国一斉
に「平成 27 年国勢調査」が実施されます。
　この調査は、国の最も基本的で重要な統
計調査として５年ごとに実施されています。
今回からパソコンやスマートフォンによる
インターネット回答が可能となります。
　９月上旬から全世帯に調査員が訪問し
て、「インターネット回答の利用案内」を
配布した後、インターネットによる回答が
なかった世帯のみ調査票を配布する方法で
行われます。ご協力をお願いします。
●問い合わせ先
　企画財務課　企画調整係　☎（62）2112

平成 27 年国勢調査に
ご協力ください

相
　
談

就職に向けて技能取得
職業訓練の受講生募集

　ポリテクセンター会津では、下記のとおり
職業訓練生を募集します。
●募集訓練科名　建築ＣＡＤリフォーム技術
コース
●対象者　公共職業安定所に求職登録してい
る方で、職業訓練の受講が望ましいと判断さ
れた方
●募集定員　18 名　●受講料　無料
●募集期間　８月 17 日（月）～９月 11 日（金）
●選考日　９月 14 日（月）
●訓練期間　10 月１日（木）～平成 28 年３
月 29 日（火）
問ポリテクセンター会津
　☎（26）0520

テクノアカデミー会津
セミナー受講者募集

　テクノアカデミー会津では、下記のとおり
セミナーを開催します。詳しくは本校ホーム
ペ ー ジ（http://www.tc-aizu.ac.jp/「 経 営 企
画部門」）をご覧ください。
●募集コース
①Ｅｘｃｅｌ応用　（定員 10 名）

・日時　10 月５日（月）～８日（木）
午後４時 30 分～午後７時 30 分（計 12 時間）

・費用　授業料 4,300 円　教材費 3,000 円
・申込締め切り　９月 17 日（木）
②危険物取扱者乙４（受験対策）
　（定員 10 名）

・日時　10 月 19 日（月）、20 日（火）、
22 日（木）、27 日（火）、29 日（木）
午後４時 30 分～午後７時 30 分（計 15 時間）

・費用　受講料 3,700 円　教材費 2,190 円
・申込締め切り　10 月５日（月）
●申し込み方法　受講申込書に記入し、下記
にメール、郵送、持参、もしくはＦＡＸで送
信してください。受講申込書は、本校ホーム
ページからダウンロードできます。
問テクノアカデミー会津
　〒 969-3527   喜多方市塩川町御殿場 4-16
　☎ 0241（27）3221　FAX 0241（27）3312
　Email：aizu-ta@pref.fukushima.lg.jp

　情報就職支援

熱中症を予防して元気な夏を！

　夏本番を迎え、熱中症になる人が増えています。
　熱中症をしっかり予防し、楽しい夏を過ごしましょう。

【熱中症予防のポイント】
①部屋の温度をこまめにチェックし、エアコンや扇風機を上手
　に使いましょう。
②のどが渇かなくてもこまめに水分補給をしましょう。
③外出の際は体を締め付けない涼しい服装で、日よけ対策も
　しっかりしましょう。
④無理をせず、適度に休憩をとりましょう。
⑤日ごろから栄養バランスのよい食事をとり、適度な運動をし
　ましょう。

【こんなときはためらわずに救急車を呼びましょう！】
①自分で水が飲めなかったり、脱力感や倦怠感が強く、動けな
　い場合
②意識がない（おかしい）、全身のけいれんがあるなどの症状
　がある場合
●問い合わせ先　猪苗代消防署　☎（62）4433

有料広告募集中
町は、「広報猪苗代」に掲載する有料広告を募集しています。事業所の宣伝、広告などにぜひ
ご活用ください。手続きや料金など、詳しくは下記にお問い合わせください。
広告の枠は、このサイズ（182㍉× 49 ミリ）とこの約半分のサイズ（89.5㍉× 49㍉）があります。
■問い合わせ先　総務課　秘書広報係　☎（62）2111

■なりすまし詐欺最新情報■
詐欺の手口で圧倒的に多いのが、子どもや孫をかたった詐欺です。
最初から子や孫の名前をかたり、相手を信用させます。「かぜをひいた」

「電話番号が変わった」といった電話には特に注意してください。
お金の手渡しの指示があったら、すぐに警察や家族に相談しましょう。

あなたのお金を

だましのプロが狙っています

生
　
活

掲
示
板
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今月の納期
（納期限８月 31 日）

●町県民税        第２期分

●国民健康保険税

                             第２期分

●介護保険料   第２期分
●後期高齢者医療保険料

　　　　　　     第１期分

●上下水道使用料
                                       ８月分

●下水道負担金　

　　　　　　     第２期分

31 日（月）、９月１日（火）～ 20 日（日）
問放送大学福島学習センター
　☎ 024（921）7471

　 高齢者・障害者の人権
　 あんしん相談強化週間

　身体的・心理的虐待や差別、いや
がらせなど高齢者・障害者の抱える
人権問題について、電話相談を実施
します。相談は、人権擁護委員及び
法務局職員が応じます。お気軽にご
相談ください。
●日時　９月７日（月）～ 13 日（日）
午前８時 30 分～午後７時
※ 12 日（土）、13 日（日）は午前 10
時～午後５時
●電話　0570（003）110
●その他　秘密厳守・相談無料
※上記期間以外は平日のみ、午前８
時 30 分から午後５時 15 分まで相
談に応じています。
問福島地方法務局人権擁護課
　☎ 024（534）1994

　   多重債務・貸金業に
　   関する相談窓口

　福島財務事務所では、返済しきれ
ないほどの借金を抱え、お悩みの
方々からの相談に応じています。抱
えている借金の状況をお聞きし、必
要に応じ弁護士・司法書士などの専
門家に引き継ぎを行います。相談は
無料です。お気軽にご相談ください。

暮らしの情報広場

　
　

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
た
め
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
分
の

　
　

消
息
欄
は
削
除
し
ま
し
た
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　また、国や県の登録を受けずに貸
金業を営む、いわゆる「ヤミ金融」
には十分ご注意ください。ご利用さ
れている貸金業者の登録状況に関す
る問い合わせや不正に利用されてい
る預貯金口座に関する相談も受け付
けています。
●相談窓口　福島財務事務所理財課
　☎ 024（533）0064
　（多重債務相談窓口直通）
●受付時間　月曜日～金曜日（祝日、
年末年始除く）
８時 30 分～正午、午後１時～午後
４時 30 分

　なりすまし詐欺などの　
　被害にあわないために

　福島財務事務所では、地域のコ
ミュニティ活動や各種団体の会合な
どにお伺いし、「なりすまし詐欺」
などの金融犯罪被害に巻き込まれな
いよう、日頃から注意していただき
たい内容などを、わかりやすくご説
明いたします。
　講演料は無料ですので、お気軽に
お問い合わせください。
問福島財務事務所理財課
　☎ 024（535）0303 町の人口

  27 年７月 1 日現在の現住人口

　   人　口　　　14,825 人
　　世帯数　　　  5,060 戸
　　出生　10 人　  転入　 23 人
　　死亡　22 人  　転出　 24 人

猪苗代警察署管内の犯罪・交通事故
発生状況（平成 27 年６月 30 日現在）

１　犯罪発生状況

◎なりすまし詐欺に注意！家族や警察官、銀行協会職
員などを装い、お金をだまし取る詐欺が増えています。
話の中で、お金の手渡し・振り込みの指示があったと
きは、すぐに家族や知人か警察（110 番）に相談して
ください。

◎シートベルトには事故被害軽減に大きな効果があり
ます。助手席、後部座席も着用しましょう。
◎夜間、歩いて外出する際は、必ず反射材を身に着け
ましょう。

２　交通事故状況

年別
町村別 平成 27 年 平成 26 年 増　減 増減率％

猪 苗 代 町 34 24 10   41.7
磐 　 梯 　 町 6 3 3 100.0
裏 　 磐 　 梯 7 2 5 250.0

　　　計 47 29 18   62.1

町村別
罪種別

猪苗代町 磐梯町 裏磐梯
27 年 26 年 27 年 26 年 27 年 26 年

窃盗犯計 26 17 5 3 7 2
空き巣 1 1
金庫破り 1
事務所荒らし
出店荒らし 3 1 1
倉庫荒らし 1 3 1 1
侵入盗その他 10 2 2
置引き 2 2
車上ねらい 1 3 2
部品ねらい 1
脱衣場ねらい
自販機ねらい
万引き 2 1
職場ねらい
さい銭盗
畑荒らし
スキー・
スノーボード盗 3 1
非侵入盗その他 4 4 1 2
自動車盗
オートバイ盗
自転車盗 3
その他の
乗り物盗
暴行・傷害 1 2 1
詐欺・横領 2 2

遺失物等横領
器物損壊 3 3

その他の刑法犯 2
総　計 34 24 6 3 7 2
増　減 10 3 5

死亡事故 0 0 0 0 0 0
増　　減 0 0 0
人身事故 25 48 10 9 2 1
増　　減 -23 1 1 善意をありがとうございます

○野口英世博士のふるさと猪苗
代応援寄付金として
　遠藤昭二さん（千葉県）
　 　　　　　　10,000,000 円
　佐賀利勝さん（東京都）
　 　　　　　　　　30,000 円
○社会福祉事業協力金として
　佐藤マツさん（達沢）
 　　　　　　　　　10,000 円
○町の文化向上のため
　加藤チエ子さん（新北町）
　　　　　碁盤・碁笥など一式

　 天鏡閣・福島県迎賓館
　 県民の日記念イベント

　天鏡閣および福島県迎賓館では、
８月 21 日（金）から 23 日（日）まで
の３日間、県民の日記念イベントを
開催します。

【21 日（金）～ 23 日（日）】
・福島県迎賓館特別公開（要予約。
23 日は迎賓館で和楽の演奏とお茶
席も開催）
・民芸品（起き上がり小法師・赤べこ）
絵付け体験

【21 日（金）】
・天鏡閣終日無料開放
・いなわしろ民話の会による昔語り

【22 日（土）】
・コケ玉づくり体験
　詳しくは天鏡閣までお問い合わ
せください。ホームページ（http://
www.tif.ne.jp/soumu/tenkyokaku）
にもイベント情報を掲載しています。
問天鏡閣　☎（65）2811

　 お魚さんが待ってるよ
　第 20 回内水試参観デー

　淡水魚の試験研究をしている県の
内水面水産試験場では、施設や研究
内容を地域の皆さんに知っていただ
くため、今年も施設を開放して楽し
いイベントを開催します。
●日時　８月 22 日（土）
　午前 10 時～午後３時
●場所　福島県内水面水産試験場

（「アクアマリンいなわしろカワセミ
水族館」隣り）
●主な内容
　○試験研究の成果発表
　○ちびっ子魚つかみ大会（無料）
　○試食コーナー（無料）
　○水産物などの販売（有料）
　（雨天の場合、屋外イベントは中
止になる場合があります）
※環境に配慮するため、自動車は相
乗りでお願いします。
問福島県内水面水産試験場
　☎（65）2011

　通信制大学「放送大学」
　平成 27 年 10 月入学生
　
　放送大学は、テレビなどの放送や
インターネットで授業を行う通信制
の大学です。
　ただいま平成 27 年 10 月入学生
を募集しています。詳しい資料を無
料でお送りしますので、お気軽にお
問い合わせください。
●募集学生の種類

・教養学部　▷科目履修生（６カ月
在学し、希望する科目を履修）　▷
選科履修生（１年間在学し、希望す
る科目を履修）　▷全科履修生（４
年以上在学し、卒業を目指す）

・大学院　▷修士科目生（６カ月在
学し、希望する科目を履修）　▷修
士選科生（１年間在学し、希望する
科目を履修）
●出願期間　６月 15 日（月）～８月

催　　し

教　　養

８月 10 日～９月末の窓口業務延長日は
８月 18 日と９月８日です編

集
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町では、町民の皆さんの利便性向上を図るため、毎
月第２、第４週の火曜日、午後７時まで住民票・税
証明発行などの窓口業務の時間を延長しています。

問総務課　行政管理係　☎（62）2111

９月４日（金）
午前９時 00 分から
午後５時 00 分まで

町役場で全血献血を実施します。
400㍉㍑献血にご協力ください。

９月の献血日程

よろしく

相　　談

防　　犯
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【材料】４人分
ピーマン  大６個・豆腐  １丁・芽ひじき  ２ｇ・玉ねぎ  中 1/2 個・
卵  １個・片栗粉  小さじ２・パン粉  15㌘・サラダ油  小さじ１・大
葉  ４枚・Ａ｛だし汁  100cc・しょうゆ  大さじ１・砂糖  大さじ４・
酢  大さじ４・ケチャップ  小さじ２｝・片栗粉  大さじ１・水  大さ
じ１

【作り方】
① 水で戻した芽ひじきの水気をよく切り、玉ねぎは粗くみじん切
りにする。
② ボウルに水切りした豆腐と①、卵、片栗粉を入れ、パン粉を少
しずつ加えながらよく混ぜ合わせる。
③ 縦２つに切り、種を除いたピーマンに②を詰める。
④ Ａを入れた鍋を火にかけ、沸騰したら水溶き片栗粉を加え、と
ろみがついたら火を止める。
⑤ サラダ油を熱したフライパンで③の豆腐側を下にして焼く。焼
き色がついたら裏返し、少量の水を加えてふたをし蒸し焼きにする。
⑥ ピーマンの色が変わったら、大葉を敷いた皿に盛る。上から④
をかけて、ミニトマトを添えたら出来上がり。

【一人当たりの栄養量】
エネルギー 167㌔㌍、塩分 0.8㌘

ピーマンの豆腐詰め
（高血圧予防メニュー）

■一口メモ■
　酸味の効いたあんは、しょうゆや塩などの調味料が抑えられ減塩につながります。また、とろみをつける
ことで食材に味が絡みやすく、塩分控えめでもおいしく食べることができます。

食生活改善推進員コーナー ～旬の野菜でカンタン料理～　　　№ 218

書道「よもぎ」

上手に書けたところは「も」の
１画目と２画目のつながりの部
分です。書道は１年生の時から
習っています。これからも続け
て、もっと上手に書けるように
頑張りたいです。

鈴木　沙
さ

羅
ら

さん（５年）

「きょうりゅう」

この顔がとても気に入って
います。特に上手にできた
のは口で、大きく開けて、
迫力が出るようにしました。
開いたままにするのが難し
かったけど、思ったとおり
にできました。古川　大

た い

雅
が

さん（４年）

みんなの美術館
８月は緑小学校のお友達の作品です


